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(57)【要約】
【課題】  単純化された回路でエージング補償を行う表
示装置を提供する。
【解決手段】  発光材料を含むエレクトロルミネセント
表示パネル１０２と、表示装置を駆動するためアナログ
ビデオ信号を送出するビデオインタフェース回路２４
と、発光材料のエージングを表わすエージ信号を供給す
るエージ回路１１８と、アナログエージング補正信号を
形成するため前記エージ信号に対して応答し、ディジタ
ル補正値を生成するため該エージ信号に対して応答する
コントローラ手段１２０およびディジタル補正値をアナ
ログ補正信号に変換するためのディジタル－アナログ変
換器１２６を含むエージング補正回路１１２と、ビデオ
信号にアナログエージング信号を加算するための加算増
幅器１１６と、を含んで構成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ａ）発光材料を含むエレクトロルミネセ
ント表示パネルと、
ｂ）前記表示パネルを駆動するためアナログビデオ信号
を送出するビデオインタフェース回路と、
ｃ）前記発光材料のエージングを表わすエージ信号を供
給するエージ回路と、
ｄ）アナログエージング補正信号を形成するため、前記
エージ信号に対して応答するエージング補正回路であっ
て、ディジタル補正値を生成するため該エージ信号に対
して応答するコントローラ手段および前記ディジタル補
正値をアナログ補正信号に変換するディジタル－アナロ
グ変換器を含むエージング補正回路と、
ｅ）前記ビデオ信号と前記アナログエージング補正信号
とを加算するための加算増幅器と、
を備えることを特徴とする表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は一般に、カラーフラ
ットパネル表示装置、より特定的にはエージング補正を
伴うエレクトロルミネセントフラットパネル表示装置に
関する。
【０００２】
【従来の技術】エレクトロルミネセント表示装置は、各
画素位置に印加される信号レベルに基づいて画素位置か
ら光を発出するフラットパネル表示装置である。有機エ
レクトロルミネセント表示装置は、光を発出するために
画素位置に被着させられた有機薄膜を利用する。発出さ
れる光の強度は、有機薄膜を通過する電流に比例する。
発出された光の色と電流から光へのエネルギー変換の効
率とは有機薄膜の組成によって決定される。
【０００３】図１は、１９９９年８月１０日付けでTang
に対し発行された米国特許第５,９３７,２７２号の中で
示されているタイプの有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）
フラットパネル表示装置１０といったような標準的な先
行技術のアクティブマトリクス底面発光エレクトロルミ
ネセント表示装置の断面図を示している。ＯＬＥＤ表示
装置１０は、表示デバイス用の機械的支持を提供する透
明基板１２、トランジスタスイッチマトリクス層１４、
有機発光ダイオードを形成する材料を含有する発光層１
８、およびフラットパネル表示装置内部の回路をプリン
ト回路板２６上にあるビデオインタフェース回路２４に
接続するためのケーブル２０を含む。該透明基板１２
は、標準的にはガラスであるが、プラスチックといった
ようなその他の材料を使用することもできる。トランジ
スタスイッチマトリクス層１４は、ＯＬＥＤ表示装置内
のどの画素が、与えられた時間において画像データを受
信するかを選択するために使用される薄膜トランジスタ
（ＴＦＴｓ）の２次元マトリクスを含む。薄膜トランジ
スタ１６は、従来の半導体製造プロセスを用いて製造さ
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れ、従ってさまざまな用途のための回路を形成するため
に追加の薄膜トランジスタ１６を使用することが可能で
ある。Feldman et al.により２００１年１月３０日に出
願された米国出願番号第０９／７７４,２２１号で教示
されているように、ＴＦＴがアクティブマトリクスフラ
ットパネル表示装置内に存在することによって、表示以
外の機能を表示機能と同じ基板上に実現して、システム
－オン－パネルを製造することができる。ＯＬＥＤ表示
装置は、ビデオインタフェース回路２４によって生成さ
れたディジタル制御信号およびアナログビデオ信号に対
して応答する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】材料内の変化が、定常
的な入力電流刺激によって材料の光出力が経年変化する
といったエージングプロセスを有機発光材料が受けると
いうことは、当業者にとって既知の事実である。これに
よって、画像信号が、材料のエージングにつれて異なる
画像を生じさせる。しかしながら、有機エレクトロルミ
ネセント表示装置のユーザは、有機発光材料の時間経過
とは無関係に、画像信号が同じ画像を生成することを期
待している。あるいは、ユーザは、有機発光材料の時間
経過にかかわらず、画像信号が必ずしも同じ画像でなく
ても、快い画像を生成することを期待することもある。
例えば、より明るい同じ画像よりも、むしろ適正なカラ
ーバランスを有するより薄暗い画像の方を受けいれるこ
とができるかもしれない。
【０００５】P. Salamは、ＳＩＤ２００１ Digest, ｐ
６７～６９の中で公表したその論文「自律的画素整合を
伴うＯＬＥＤおよびＬＥＤ表示装置」（P. Salam, in h
is paper“OLED and LED Displays with Autonomous Pi
xel Matching,”published in the SID 2001 Digest, p
ages 67-69）の中で、カラー補正回路に輝度情報をフィ
ードバックすべく画素光出力を検知するために、ＯＬＥ
Ｄ表示装置の周辺に配置された光センサを利用する閉ル
ープ輝度制御システムについて記述している。表示装置
が使用されていないときに、一度に一カラーチャンネル
ずつ単一の画素又は画素エリアがアドレスされ発光され
た光が検出されて制御信号を生成する「モニタモード」
が、該画素表示装置用に使用される。
【０００６】光センサからの信号は、アナログ－ディジ
タル変換され、プロセッサは測定された光の値を計算
し、その値を記憶する。通常の画像表示の間、表示コン
トローラはこの記憶された輝度情報を利用して、エージ
ングに起因して発生しうる画素からの光出力の不均一性
を補正する。この方法は、多くのメモリを必要とする、
各画素または各画素エリアに関する情報を記憶するため
の「画素輝度マップ」を必要とすることから、複雑なも
のである。これは、価格に敏感な携帯式デバイスに対し
て特に、実現コストを高くしてしまう可能性がある。さ
らに、「画素輝度マップ」メモリは、定期的に更新され
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3
なくてはならず、従って揮発性または書換え可能型揮発
性メモリのいずれかでなくてはならない。揮発性メモリ
は、標準的に不揮発性メモリに比べ、そのコンテンツを
維持するのに多くの電力を消費する。ＦＬＡＳＨといっ
たような不揮発性メモリは、書込み中でない場合は電力
消費量が比較的少ないが、故障に至るまでの更新サイク
ル数に限度がある。従って「画素輝度マップ」はコスト
が高く、電力効率が悪く、かつ限られた寿命をもつもの
である。
【０００７】Salam に対し２０００年６月２７日付けで
発行された米国特許第６,０８１,０７３号は、光出力が
測定され記憶され、マイクロプロセッサまたはコントロ
ーラが測定および補正プロセスを制御する発光ダイオー
ドマトリクス表示装置において輝度およびカラー変動を
最低限におさえるための回路および方法について記述し
ている。ここでもまた、この輝度およびカラー補正を実
施する方法は、各表示画素についての情報を記憶するメ
モリマップを利用し、従って不必要に複雑なものであ
る。
【０００８】Matthies et alにより１９９９年８月１９
日に公開された国際公開番号ＷＯ９９／４１７３２号
は、ＯＬＥＤ材料のエージングおよび画素不均一性に起
因する明るさの補正のためのいくつかの方法について記
述している。これらの方法には、発光画素に関する物理
的様相を測定する段階と、計算を実施する段階および記
憶された累積電流値との関係においてこれらの測定に基
づきこれらの発光画素に供給される電流を変更する段階
とが含まれる。この方法は、ＯＬＥＤ電流を直接変調
し、従って画素レベルで動作しなければならない。しか
しながら、表示システムは標準的に、画素電流を画素に
直接供給する駆動機構内または表示装置内の電子部品並
びにアナログ電圧を用いて、表示装置に対し画像情報を
供給し、電圧情報を電流へと変換する。入力アナログ電
圧へと変換される電流を修正するのではなく、これらの
アナログ電圧を修正することがしばしは望まれる。
【０００９】従って、信号駆動される対応する有機発光
材料のエージングを補償する目的で、表示デバイス内の
アナログビデオ信号を修正する、単純化された回路を利
用した、改良型手段に対するニーズが存在する。
【００１０】
【課題を解決するための手段】このニーズは、本発明に
より、発光材料を含有するエレクトロルミネセント表示
パネルと、表示装置を駆動するためアナログビデオ信号
を生成するためのビデオインタフェース回路と、発光材
料の時間経過（エージ）を表わす信号を供給するための
エージ回路と、アナログエージング補正信号を形成する
ためエージ信号に対して応答するエージング補正回路で
あって、ディジタル補正値を生成するためエージ信号に
対して応答するコントローラ手段およびディジタル補正
値をアナログ補正信号に変換するためのディジタル－ア
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ナログ変換器を含むエージング補正回路と、ビデオ信号
とアナログエージング補正信号とを加算するための加算
増幅器を含む表示装置を提供することによって達成され
る。
【００１１】
【発明の実施の形態】図２を参照すると、本発明によ
る、全体に１００という番号で示されているエレクトロ
ルミネセント表示装置システムは、１またはそれ以上の
エージング補正されたアナログビデオ信号１０４により
駆動されるエレクトロルミネセント表示パネル１０２を
含む。ビデオインタフェース回路２４が、アナログビデ
オ信号１０８および制御信号１１０を生成する。エージ
ング補正回路１１２は、エージ回路１１８からのエレク
トロルミネセント表示装置エージ入力に対して応答し、
アナログ補正信号１１４を生成する。アナログ補正信号
は、加算増幅器１１６内でアナログビデオ信号１０８と
組合わされる。エレクトロルミネセント表示パネル１０
２は、発光材料を含んでいる。多色表示装置について
は、異なるカラーの光を発出する発光材料は、それぞれ
異なる速度でエージングする可能性がある。
【００１２】標準的には、異なるカラーの発光材料はそ
れぞれ異なる速度でエージングすることから、発光材料
の各カラーについてそれぞれエージが存在する。しかし
ながら、多数のビデオチャンネルの発光材料が、相互に
似たようにエージングする場合、これらのビデオチャン
ネルに対して単一の全体的エージ信号が存在し得る。
【００１３】エージ回路１１８は、発光材料の１つの平
均エージ、多色エレクトロルミネセント表示装置内の各
発光材料の平均エージ、アクティブエリアのサブセット
エリアについての発光材料の平均エージ、アクティブエ
リアのサブセットエリアについての各発光材料の平均エ
ージ、アクティブエリア内の各画素についての発光材料
の平均エージまたはアクティブエリアの各画素における
各発光材料のエージ、を供給することができる。エージ
測定の細粒性（granularity)は、設計の複雑さ、コス
ト、発光材料のエージングのプロフィールおよび電力消
費の間の折り合いによって左右される。
【００１４】ＯＬＥＤのエージを測定するさまざまな手
段を使用することが可能である。例えば、ＯＬＥＤが駆
動された回数を計数することによってエージを測定する
ことができる。代替的には、前出の米国特許第６,０８
１,０７３号に記述されているように、エレクトロルミ
ネセント表示装置の実際の光出力を測定するために光検
出器を使用し、それを与えられた駆動条件について予想
される光出力と比較することによって、間接的にエージ
を測定することもできる。この光出力は、通常の画像の
表示から得ることもできるし、あるいは前出の「自律的
画素整合を伴うＯＬＥＤおよびＬＥＤ表示装置」の中で
Salam が記述しているように、非アクティブ期間中に表
示されたテストパターンから得ることもできる。また、
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基準画素を用いることで間接的にエージを測定すること
も可能である。１つの方法では、Cok et al に対する２
００１年１１月２０日発行の米国特許第６,３２０,３２
５号に記述されているように、エレクトロルミネセント
表示パネル１０２内に形成された基準画素の光出力より
光が発出され、この光出力が検知される。
【００１５】第２の方法では、基準画素の電気特性が測
定される。測定された電気特性は、ＯＬＥＤ材料のエー
ジに正比例して変化するはずである。この方法は、Cok 
et al により２０００年５月２４日に提出された同時係
属米国特許出願第０９／５７７,２４１号の中で記述さ
れている。発光材料のエージを測定するために間接的測
定が使用される場合は、エージ回路１１８は、実際の暦
年令ではなくむしろエージに関係する測定値を生成する
ことができる。このとき、エージング補正回路１１２
は、この測定された値を、関数関係を介して、実際の暦
年令に変換する。
【００１６】エージング補正回路１１２については、数
多くの実現法が存在する。一実施形態は図３に示されて
いる。ここでは、エージング補正回路１１２は、コント
ローラ１２０，１またはそれ以上のメモリ１２２，１ま
たはそれ以上のラッチ１２４および１またはそれ以上の
ディジタル－アナログ変換器１２６を含む。コントロー
ラ１２０は、カスタムディジタルロジック、プログラミ
ングされたマイクロプロセッサ，マイクロコントローラ
またはディジタル信号プロセッサとして実現することが
でき、エージ回路１１８からのエージ入力に対して応答
する。メモリ１２２はエージ補正情報を保持しており、
ここで各メモリアドレスは予め定められたエージに対応
し、各記憶場所のコンテンツには予め定められたエージ
に基づくディジタル電圧差が含まれている。かくして、
メモリ１２２は、補正値参照テーブルとして用いられ
る。これらのメモリ１２２は、「画素輝度マップ」を含
んでいないことから、本実施形態内で使用されるメモリ
のサイズは、標準的に、画素輝度マップを記憶するのに
用いられるものよりもはるかに小さい。メモリは揮発性
でも不揮発性でもよい。揮発性メモリは、比較的頻繁に
発生する異なるエージング特性を有する異なるエレクト
ロルミネセント表示パネル１０２と共に使用するのに有
用である。ただし、揮発性メモリは、エージング補正に
おいて使用前に初期化を必要とする。代替的には、エー
ジング補正回路１１２が単一のエレクトロルミネセント
表示装置と共に通常通り動作させられ、従って使用毎に
予め初期化が必要とされない場合、不揮発性メモリが有
用である。
【００１７】不揮発性メモリは、読取り専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）、電気的にプログラミング可能な読取り専用メモ
リ（ＥＰＲＯＭ），電気的に消去可能なプログラマブル
読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）またはＦＬＡＳＨメ
モリであり得る。後者の２タイプのメモリは再プログラ
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ミング可能であり、従って将来においてより優れた精度
を得るための参照テーブルに対する更新、または異なる
デバイスまたは有機発光材料での回路の再利用を許容す
る。しかしながら、更新の頻度は、「画素輝度マップ」
の更新の頻度に比べると比較的低く、従ってＦＬＡＳＨ
デバイスについての書込みサイクル数は通常問題にはな
らない。
【００１８】ディジタル－アナログ変換器１２６を制御
するクロックに対してディジタルエージング補正値を同
期させるために、ラッチ１２４が使用される。ラッチ１
２４は、この同期化が回路動作の一部として本来的に行
われる場合または、メモリ１２２がラッチ機能を含んで
いる場合には、省略することができる。
【００１９】入力されたエージを利用して、コントロー
ラ１２０は、メモリ１２２のための対応するメモリアド
レスを生成する。アドレスはメモリ１２２に送られ、こ
れらのメモリ１２２から対応するディジタルエージング
補正値が読取られる。ラッチ１２４（もしあれば）が次
に、これらのディジタルエージング補正値をラッチす
る。その後、ディジタル－アナログ変換器１２６は、こ
れらのディジタルエージング補正値をアナログ形態に変
換する。
【００２０】図４は、エージング補正回路１１２がわず
か１つのメモリ１２２、１つのラッチ１２４および１つ
のディジタル－アナログ変換器１２６しか含まない本発
明の実施形態を示す。エージング補正回路１１２の出力
は、加算増幅器１１６を用いて複数のビデオチャンネル
に加算される。この実施形態は、２つの異なる発光材料
が同じかまたは比較的近いエージングプロフィールを示
す場合、またはエージング補正回路１２２の複雑性を低
減することが望ましい場合に、有用である。この実施形
態は、単純であること、従ってコストが低減されるこ
と、使用材料が比較的少ないこと、そして回路の歩留り
が改善されるこという利点をもつ。
【００２１】図５は、エージング補正回路１１２が、単
一のメモリ１２２、コントローラ１２０、１またはそれ
以上のラッチ１２４および１またはそれ以上のディジタ
ル－アナログ変換器１２６を含む、本発明の実施形態を
示す。コントローラ１２０は、有機エレクトロルミネセ
ント表示装置エージ入力（１１８）に対して応答し、メ
モリ１２２から適切なエージング対電圧補正データを読
取る。多数のカラーチャンネルが存在する場合、コント
ローラ１２０は、一度に１つのカラーチャンネルについ
ての適切なエージング対電圧補正値を計算し、この値を
適切なラッチ１２４内に記憶する。ひとたび新しい値が
ラッチ１２４内に記憶されたならば、対応するディジタ
ル－アナログ変換器１２６がこのディジタル値をアナロ
グに変換する。
【００２２】コントローラ１２０は、参照動作と、ラッ
チとディジタル－アナログ変換とを同期化させる。発光
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7
材料のエージングプロセスは、従来のクロック周期（１
００マイクロセカンド単位で測定される）を用いた参
照、計算、ラッチおよびディジタル－アナログ変換プロ
セスに比べて、比較的低速（時間単位で測定）であるこ
とから、この実施形態を、回路内の部品数を削減するた
めに利用することが可能である。従って、この実施形態
は、より複雑な実施形態に比べ、材料およびコストを削
減し、歩留りを改善させる。
【００２３】図６は、エージング補正回路１１２が、コ
ントローラ１２０、１またはそれ以上のラッチ１２４お
よび１またはそれ以上のディジタル－アナログ変換器１
２６を含む、本発明の実施形態を示している。この実施
形態では、メモリ参照テーブルは使用されず、代わり
に、コントローラ１２０により実施される計算を介して
直接エージング対電圧補正値を計算するための数学的関
係に立脚する。有機エレクトロルミネセント表示装置１
０２内の異なる発光材料のために、異なる数学的関係を
使用することができる。ディジタルエージング対電圧補
正値はラッチ１２４内に格納され、ディジタル－アナロ
グ変換器１２６によりアナログ電圧に変換される。この
実施形態は、発光材料のエージングと光出力との数学的
関係が比較的単純であって、従って、計算のために非常
に高能力のコントローラを必要としない場合に、有用で
ある。同様にして、この実施形態は、材料のエージング
プロセスが、比較的長い時間にわたり複雑な計算を実施
することができる位に充分低速である場合に有用であ
る。この実施形態は、参照テーブルが付随するメモリを
削除し、従って、メモリが付随する製造プロセスはディ
ジタルロジックが付随するものとは往々にして異なるこ
とからより少ない材料しか必要とせず、コストを削減
し、歩留りを改善させ、製造段階の数を減らすという利
点を有する。
【００２４】図７は、エレクトロルミネセント表示装置
システム１００のさまざまな要素の従来の配置を示す。
従来であれば、ＯＬＥＤエージ回路１１８，エージング
補正回路１１２，ビデオインタフェース回路２４および
加算増幅器１１６が、回路板上に取付けられたコンポー
ネントとなると考えられる。エージング補正されたアナ
ログビデオ信号１０４は次に、ケーブル２０を介して有
機エレクトロルミネセント表示パネル１０２に供給され
る。ケーブル２０は、コネクタ２８においてプリント回
移板２６に接続する。
【００２５】前出の米国出願番号第０９／７７４,２２
１号で記述されているように、回路は、アクティブマト
リクスエレクトロルミネセント表示装置と同じ基板上に
集積され得る。従って、エージング補正に関して本明細
書で記述された回路の全てまたは一部分が、エレクトロ
ルミネセント表示装置の基板上に実装可能である。図８
は、かかるエレクトロルミネセント表示装置システム１
００の基本構造を示す。エレクトロルミネセント表示パ
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ネル１０２は、該表示パネルの画素および発光材料の置
かれたアクティブエリア１３０を含む。さらに、アクテ
ィブエリア１３０内に薄膜トランジスタがあることか
ら、アクティブエリア１３０の周囲に付加的な薄膜トラ
ンジスタを含む付加的な回路１３２を形成するのは比較
的簡単である。例えば、この回路１３２は、ケーブル２
０上で搬送される信号に対して応答する場合、ケーブル
２０近くに設置することができ、このアクティブエリア
１３０内の回路を制御するために回路１３２の出力が使
用される。代替的には、付加的な回路１３２の全てまた
は一部分を含むように、アクティブエリア１３０内の既
存の回路を修正することもできる。
【００２６】図９は、加算増幅器１１６が、回路１３２
内のエレクトロルミネセント表示パネル１０２上に物理
的に設置されている、本発明の一実施形態を示す。好ま
しくは、加算増幅器１１６は、アクティブエリア１３０
の周囲に設置される。１またはそれ以上のアナログ補正
信号１１４が、アナログビデオ信号１０８と共に、ケー
ブル２０上をエレクトロルミネセント表示装置１０２ま
で送信される。かかるアナログ回路は、アナログビデオ
チャンネルを収容すべく、エレクトロルミネセント表示
装置自体の中に既に形成されていることから、加算増幅
器１１６は、エレクトロルミネセント表示パネル１０２
の製造プロセス中に容易に統合される。この実施形態
は、プリント回路板２６上の部品数削減、エレクトロル
ミネセント表示パネル１０２上で高密度集積技術の利
用、全体的システムコストの低減といった利点をもつ。
【００２７】図１０は、ラッチ１２４、ディジタル－ア
ナログ変換器１２６および加算増幅器１１６が、回路１
３２内のエレクトロルミネセント表示装置１０２上に物
理的に設置されている、本発明のさらなる実施形態を示
している。標準的には、ラッチ１２４、ディジタル－ア
ナログ変換器１２６および加算増幅器１１６は、アクテ
ィブエリア１３０の周囲に設置される。プリント回路板
２６上のメモリによるディジタルエージング対カラー電
圧補正出力はアナログビデオ信号１０８と共に、エレク
トロルミネセント表示パネル１０２までケーブル２０上
を伝送される。ディジタル伝送回路（ＤＴＣ）１３６
は、ディジタルエージング対カラー電圧補正値を伝送フ
ォーマットに変換する。エレクトロルミネセント表示パ
ネル１０２に付加されたディジタル受信回路（ＤＲＣ）
１４０はこれらの伝送された補正値を受信し、エレクト
ロルミネセント表示パネル１０２上の適切なラッチ１２
４内にそれらを格納する。ディジタルエージング対カラ
ー電圧補正値は、ケーブル２０上をディジタルで伝送さ
れる。このディジタル伝送は、シリアルまたはパラレル
伝送フォーマットを利用することができる。必要とされ
る導線の数が比較的少なく材料ひいてはコストが最低限
におさえられるため、シリアル伝送が好ましい。シリア
ル伝送は往々にしてパラレル伝送よりも低速である。し
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かしながら、発光材料のエージング速度は従来のシリア
ル伝送速度に比べ非常に低いものであることから、この
ように比較的低速で伝送することは通常許容可能であ
る。この実施形態は、プリント回路板２６上の部品数削
減、エレクトロルミネセント表示パネル１０２上での高
密度集積技術の利用、全体的システムコストの低減、と
いった利点を有する。
【００２８】図１１は、メモリ１２２、ラッチ１２４、
ディジタル－アナログ変換器１２６および加算増幅器１
１６が、回路１３２内のエレクトロルミネセント表示パ
ネル１０２上に物理的に設置されている、本発明のさら
なる実施形態を示している。標準的には、メモリ１２
２、ラッチ１２４、ディジタル－アナログ変換器１２６
および加算増幅器１１６は、アクティブエリア１３０の
周囲に設置される。プリント回路板２６上のコントロー
ラ１２０がディジタルメモリアドレス値を計算する。こ
れらのディジタルメモリアドレス値は、アナログビデオ
信号１０８と共に、エレクトロルミネセント表示パネル
１０２までケーブル２０上を伝送される。ディジタル伝
送回路１３６は、ディジタルメモリアドレス値を伝送フ
ォーマットに変換する。エレクトロルミネセント表示パ
ネル１０２に付加された回路内に設置されたディジタル
受信回路１４０が、これらの伝送された補正値を受信
し、エレクトロルミネセント表示パネル１０２上の適切
なメモリ１２２にそれらを転送する。この実施形態は、
プリント回路板２６上の部品数のさらなる削減、エレク
トロルミネセント表示パネル１０２上での高密度集積技
術の利用、全体的システムコストの低減、といった利点
を有する。
【００２９】図１２は、エージング補正回路１１２全
体、エレクトロルミネセント表示装置エージ入力（１１
８）、および加算増幅器１１６が、回路１３２内のエレ
クトロルミネセント表示パネル１０２上に物理的に設置
されている、本発明のさらなる実施形態を示している。
標準的には、エージング補正回路１１２、有機エレクト
ロルミネセント表示装置エージ入力（１１８）および加
算増幅器１１６は、アクティブエリア１３０の周囲に設
置されている。ビデオインタフェース回路２４は、プリ
ント回路板２６上にとどまる。この実施形態は、エレク
トロルミネセント表示パネル１０２自体の上に全てのエ
ージング補正機能を配置することによって、エージング
補正動作および製造を、システム設計者と独立させてい
る。
【００３０】さらに、エージング補正回路１１２、エレ
クトロルミネセント表示装置エージ入力（１１８）およ
び加算増幅器１１６を、エレクトロルミネセント表示パ
ネル１０２上に一体化させることで、プリント回路板２
６上に設置する必要のあるコンポーネントの数は少なく
なり、回路板材料およびコストが削減される。コネクタ
２８およびケーブル２０にて伝送すべきさらなる信号は
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ないので、エージング補正を伴うとおよび伴わないとに
かかわらず、エレクトロルミネセント表示装置に対して
同じピンアウトを使用することができる。こうしてエレ
クトロルミネセント表示装置システム１００のフレキシ
ビリティは増大し、エレクトロルミネセント表示装置シ
ステム内でエージング補正を伴うとおよび伴わないとに
かかわらず、エレクトロルミネセント表示装置を互換性
ある形で使用することができるようになる。
【００３１】図１３は、エレクトロルミネセント表示パ
ネル１０２上の回路１３２がエージ回路１１８を含む本
発明のさらなる実施形態を示している。エレクトロルミ
ネセント表示パネル１０２の発光材料のエージについて
は、ケーブル２０内の１またはそれ以上の導線を介して
プリント回路板２６上にある、エージ補正回路１１２に
入力される。エレクトロルミネセント表示パネル１０２
上にエージ回路１１８を設置することにより、材料のエ
ージ測定値をエレクトロルミネセント表示パネル１０２
外にある回路の物理的な一部分にではなく、エレクトロ
ルミネセント表示パネル１０２に結合させることが可能
となる。かくして、異なるエレクトロルミネセント表示
パネル１０２をコネクタ２８に差込むことができ、エー
ジング補正回路１１２は、再プログラミングというニー
ズの範囲内で、この新しい表示装置に対して正しく動作
することになる。こうして、エレクトロルミネセント表
示装置システム１００の有用性は増大し、集積コストは
減少し、複雑なエージング補正回路１１２を、現在のと
ころ製造歩留りがより良い表示装置基板とは切り離して
集積回路内に実装することが可能となる。
【００３２】ＯＬＥＤ基板上への集積に関して記述した
以上の実施形態は、図３の実施形態に関連するものであ
る。基本的方法および理論は類似のものであることか
ら、当業者であれば、図４～６に関連する類似の実施形
態を容易に実現することが可能である。
【００３３】本発明は、そのいくつかの好ましい実施形
態を特に参考にして詳述されてきたが、本発明の精神お
よび範囲内で変更および修正を加えることができるとい
うことも理解できるだろう。例えば、パッシブマトリク
ス表示装置上のトランジスタ回路の集積の可能性は低い
ものの、これらのエージング補正技術は、パッシブおよ
びアクティブの両方のマトリクス有機エレクトロルミネ
セント表示装置のために使用することができる。さらに
変色材料またはカラーフィルターを伴う有機エレクトロ
ルミネセント表示装置は、標準的に単色の発光材料を使
用する。本明細書に記述されている実施形態は、かかる
デバイスに使用でき、従って、本発明の範囲内に入る。
本明細書中の実施形態は、ケーブルを介したプリント回
路板とエレクトロルミネセント表示装置との間の信号伝
送に関連して記述されているが、信号の光学的および電
磁的伝送といったようなその他のインタフェース手段
も、アナログビデオ信号を変更することによって、本発
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明のエージング補正手段の範囲内に入るものである。
【００３４】
【発明の効果】本発明による表示装置は、エレクトロル
ミネセント表示装置の発光材料がエージングを受けると
きに、与えられたアナログビデオ電圧について、ほぼ定
常的な輝度および／またはカラーバランスを示すという
点で有利である。該回路は、アナログビデオチャンネル
補正のために最適化されており、従ってこれまでの方法
に比べ、単純でよりコスト効率が良く、より高い製造歩
留りという点で有益である。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来技術の有機エレクトロルミネセント表示装
置の構造を示す概略図である。
【図２】アナログエージング補正信号がアナログビデオ
信号と組合わされている、本発明による有機エレクトロ
ルミネセント表示装置のためのエージング補正回路を示
す概略図である。
【図３】コントローラ、およびアナログビデオチャンネ
ルあたり１つのメモリ、１つのラッチおよび１つのディ
ジタル－アナログ変換器を含むエージング補正回路の一
実施形態を示す概略図である。
【図４】全てのアナログビデオチャンネルを制御するコ
ントローラ、１つのメモリ、１つのラッチおよび１つの
ディジタル－アナログ変換器を含むエージング補正回路
の一変形実施形態を示す概略図である。
【図５】アナログビデオチャンネルあたり１つのラッチ
およびディジタル－アナログ変換器および１つのメモリ
に接続されたコントローラを含むエージング補正回路の
さらにもう１つの変形実施形態を示す概略図である。
【図６】アナログビデオチャンネルにつき１つのラッチ
およびディジタル－アナログ変換器に接続されたコント
ローラを含むエージング補正回路の１つの実装を示す概
略図である。
【図７】プリント回路板上にその全てのコンポーネント
が実装されるエージング補正回路の従来の実装を示す概
略図である。
【図８】アクティブエリアと付加回路を実装できるエリ
アとを示す有機エレクトロルミネセント表示装置の図で
ある。
【図９】有機エレクトロルミネセント表示装置内に増幅
器が実装されており、その他の全てのコンポーネントが
プリント回路板上に実現される、本発明の実装を示す概
略図である。
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【図１０】ラッチ、ディジタル－アナログ変換器および
増幅器が有機エレクトロルミネセント表示装置内に実装
され、その他の全てのコンポーネントがプリント回路板
上に実装される、本発明の実装を示す概略図である。
【図１１】メモリ、ラッチ、ディジタル－アナログ変換
器および増幅器が有機エレクトロルミネセント表示装置
内に実装され、その他の全てのコンポーネントがプリン
ト回路板上に実装される、本発明の実装を示す概略図で
ある。
【図１２】コントローラ、メモリ、ラッチ、ディジタル
－アナログ変換器および増幅器が有機エレクトロルミネ
セント表示装置内に実装され、その他の全てのコンポー
ネントがプリント回路板上に実装される、本発明の実装
を示す概略図である。
【図１３】エージ回路が有機エレクトロルミネセント表
示装置内に実装される本発明の実装を示す概略図であ
る。
【符号の説明】
１０…有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）フラットパネル
表示装置
１２…透明基板
１４…トランジスタスイッチマトリクス層
１６…薄膜トランジスタ
１８…発光層
２４…ビデオインタフェース回路
２６…プリント回路板
１００…エレクトロルミネセント表示装置システム
１０２…エレクトロルミネセント表示パネル
１０４…エージング補正されたアナログビデオ信号
１０８…アナログビデオ信号
１１０…制御信号
１１２…エージング補正回路
１１４…アナログ補正信号
１１６…加算増幅器
１１８…エージ回路
１２０…コントローラ
１２２…メモリ
１２４…ラッチ
１２６…ディジタル－アナログ変換器
１３０…アクティブエリア
１３２…付加的回路
１３６…ディジタル伝送回路
１４０…ディジタル受信回路
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